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　昊天神社の御神木にわたくしが両手を巻きつけた
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　その後、展覧会で県下数カ所に展示された後、地
元に作品が帰ってきた場所が、ちょうど御神木向かい
側の額縁屋さんでした。その不思議な縁にとても驚き
ました。
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■主な決議事項
　・�平成３０年度事業報告及び附属明細書
の承認について

　・�平成３０年度計算書類及び附属明細書
並びに財産目録の承認について

　・�公益目的支出計画実施報告書の承認に
ついて

　・評議員の選任について
　・役員の選任について   　　外 

　　■理事（9名）■監事（４名）
理 事 長 池松　誠二

（県教育長）

副理事長 山下　和英
（県教組中央執行委員長）

副理事長 鍛治　保則
（高教組執行委員長）

専務理事 竹中　　望
（県教育庁福利厚生室長）

常務理事 上原　貴之
（県教組書記長）

常務理事 馬場　　隆
（高教組書記次長）

常務理事 木村　忠男
（互助組合事務局長）

理　 事 山坂　幸三
（長崎市立小江原小教諭）

新任 理　 事 西田　哲也
（長崎北陽台高校長）

新任 監　 事 庄﨑　鉄也
（県教育庁総務課総括課長補佐）

監　 事 中村　和彦
（長崎市立稲佐小事務主任）

監　 事 今泉　　宏
（長崎工業高教諭）

監　 事 波多野　徹
（税理士）

　　■評議員（15名）
新任 浦野　健二

（県教育庁教職員課課長補佐）
赤星　秀典
（佐世保市立赤崎小教諭）
三浦　裕樹
（西海市立雪浦小教諭）
堤　　有弘
（佐世保市立小佐々小教諭）

新任 馬場　　直
（島原市立島原第四小教諭）
鹿垣　　亨
（五島市立玉之浦中教諭）
岩﨑　浩人
（壱岐市立石田中教諭）
新木　武志
（長崎工業高教諭）
勝村　　功
（波佐見高教諭）
久米　英彦
（島原工業高教諭）

新任 横山　　有
（壱岐商業高教諭）
岡山　勝徳
（長崎市立晴海台小事務主幹）

新任 岩永　正弘
（佐世保南高主幹事務長）

新任 高野　厚子
（長崎市立女の都小校長）
四本　雅人
（県立大学准教授）

平成3１年度理事会及び評議員会の報告

平成31年度の理事・監事・評議員（敬称略）

平成３１年度第１回理事会（６月５日）並びに第１回評議員会及び第２回理事会
（６月２１日）がセントヒル長崎で開催されました。

第1回理事会

ながさき互助だより−退職互助部編−　No.1662



掛金
201,082千円

64.8%

給付事業費
211,509千円

68.1%

利息 等
80,839
26.0%

支払準備金繰戻額等
28,642千円

9.2%

管理経費 等
52,496千円

16.9%

福祉厚生事業費
46,558千円

15.0%

 収入
310,563
 千円

支出 
310,563
千円 

収支決算報告
　平成31年3月末における退職組合員数は、前
年度比244人増の14,874人。退職互助部加入の
現職組合員数は、前年度比563人減の12,304人
（現職加入配偶者を含む）となりました。
　収入面では、掛金収入は前年度より4,839千
円の減少となり、特定資産運用による利息等の
収入も、近年のマイナス金利の影響から、前年
度比18,345千円の減となりました。
　支出面では給付事業費は、前年度比9,763千
円増、福祉厚生事業費は前年度比2,174千円増
となりました。
　将来の給付に必要な資金については、保険経
理人のもと算出し、現行の事業内容を継続する
前提で、今後20年間は債務超過とならない額を
支払準備金として確保しています。

　年度別退職互助部組合員状況� 各年度末現在　（単位：人）　

区分 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

  現職組合員 13,558 13,192 12,779 12,867 12,304

前年度比 △ 253 △ 366 △ 413 88 △ 563

  退職組合員 14,038 14,150 14,428 14,630 14,874

前年度比 112 112 278 202 244

平成30年度　退職互助部経理

●医療補助金	 169,364,200円	（64,391件）
　＊１件平均の給付額は� 2,630円
　＊給付者１人当たりの給付額は� 33,758円

●埋葬料	 4,003,000円	（363件）

●長寿祝金	 11,370,000円	（807件）
　＊喜寿（77歳）	 489件
　＊米寿（88歳）	 306件
　＊白寿（99歳）	 12件

●宿泊補助	 5,184,000円	（2,592泊）

●支部厚生費	 10,561,000円	（17支部）
　＊支部事業への助成

●リフレッシュ活動費	16,620,000円	（554件)

●予防保健	 11,616,700円	（1,015件）
　＊検（健）診・ドック補助金

●福祉給付金	 2,240,000円	（224件）

●ふるさと便り	 336,000円	（168件）

■給付事業費の主な内訳 ■福祉厚生事業費の内訳
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令和元年度

支部長紹介
� （敬称略）

　支部活動は、支部長さまを
はじめ、支部役員の方々を中
心に運営されています。
　令和元年度も、各支部で
様々な事業が計画されていま
すので、積極的にご参加くだ
さい。

長崎支部長

奥土居　崇

支部事業への	
� ご参加を！

　人生100年時代といわれま
す。定年退職後40年、心身とも
に健康で過ごしたいと誰もが考
えます。互助組合はその手助け
をします。長崎支部も、各種事
業を計画して会員（特に若い会
員）各位のご参加をお待ちして
います。

西彼支部長

草野　洋

「交流」を	
�大切にしたい！

　署名へのご協力ありがとうござ
いました。
　誰でも気軽に参加できる行事を
計画しています。
　「交流」は健康寿命の最大要因
と言われます。
　交流をとおしてお互いの心身の
健康増進を図っていきましょう。

松浦支部長

川口　洋士

共に語らい	
� 共に遊ぼう

　私たちの支部は気楽に無理せ
ず支え合い、助け合いの精神で
取り組んでいます。今年は福岡
海の中道や唐津方面への日帰り
旅行を計画。レクレーションと
して、平戸支部との交流グラン
ドゴルフ大会など、勝つことよ
りも楽しむことをモットーに皆
様の参加をお待ちしています。

平戸支部長

森　光榮

まずは参加	
�しませんか！

　退互平戸支部は、一日研修・
研修旅行・グラウンドゴルフ等
の事業を実施しています。
　総会その他に参加して、仲間
との語らいのひと時を持ち、よ
り楽しく豊かなひと時を過ごし
ませんか。本年もよろしくお願
いいたします。

大村支部長

岩谷　和典

活動への関心	
�寄せを宜しく

　署名活動、総会等御協力へ感
謝。次は作品展、研修旅行です。
楽しく意義あるものにすべく鋭
意検討中です。作品展は蒐集物
等でも結構。これらへの参加参
観をぜひ。
　今後とも支部活動への関心寄
せを宜しく。

諫早支部長

吉野　五郎

みなさんと	
� 共に！

　陳情署名のご協力に感謝して
おります。さて、今年は総会の
前に健康長寿をめざした筋トレ
を実施しました。「人生百才」は
目前！
　会員の皆様、支部事業に参加
頂き、交友して親睦を深めて頂
くことを願っております。

島原支部長

城代　成美

支部活動への	
� 参加を

　2年目を担うことになりまし
た。この一年を振り返ると支
部総会や諸活動への参加者が
減少していることを危惧してい
ます。署名活動にはこれまで同
様、ご協力頂き感謝申し上げま
す。今年もよろしくお願い致し
ます。

佐世保支部長

前田  四郎

支部活動の	
� 活性化

　支部事業を適確に把握して多
数の参加を頂き、絆を深めま
しょう。互助・支部だよりを熟
読して頂く他に、互助組合ホー
ムページ支部広報ページを常に
見て頂いて、支部活動をより身
近にして、絆を深める手段とし
てください。
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東彼支部長

座波 清三郎

支部行事への	
� 参加を！

　支部予算を有効活用するに
は、会員多数が行事に参加する
ことです。そこで今年度は1泊
旅行と2回のグランドゴルフ大
会を実施することにしました。
親睦を深めるためにも、会員
皆様の参加をよろしくお願い
します。

上五島支部長

柳本　雅仙

笑顔の創作、	
�スポーツ等など

　支部活動（陳情書署名等）へ
の参加徐々に増加。園芸教室で
配布した花苗も見事開花。陶芸
教室作品植木鉢に私は50数年前
山取りの懸崖松を移す。孫に渡
す日は何年先かな。
　今年も笑顔の創作、スポーツ
等など楽しみ。

　西海支部長

関　志保

活性化の	
� ために

　14年間西海支部長として、
退職互助部のために尽力された
瀬戸﨑先生の後を引き継ぎまし
た。退職互助部に関心はある
が、総会や研修になかなか参加
できない方々をどのように取り
込んでいくか、知恵を絞りたい
です。

下五島支部長

才津　久高

できる人ができる	
� 時にできる事を

　昨年度を上回る署名数を達成
できて安堵しています。組合員
の熱心な取り組みの成果であり
「できる人が・できる時に・で
きる事を」という強い気持ちが
感じられ、頼もしい。「今年度も
頑張るぞ！」という力をもらい
ました。

対馬支部長

仁位　勝良

互助の心で

　令和初の総会。幹事さんたち
のゆきとどいた気配りと身軽な
お世話で準備完了。95歳のお二
人は今年も出席。遠い上対馬町
からも二人到着。巧みな議事進
行で総会は爽やかに終わる。互
助の心をもって、親睦・交流を
図ろう。

佐賀支部長

森永　邦彦

支部活動への	
�参加・協力を

　支部役員は高齢化が進み欠員
も生じています。支部の若い次
世代の方々へ、今の元気な内に
支部活動への参加をお勧めしま
す。行事遂行や交流から、親し
い互助・啓発の人脈も生まれ、
健康寿命を齎す良案も得られる
筈です。

　南高支部長

原田　建夫

支部長就任に	
� あたって

　私たちは、本会の主旨である
福利厚生面で多大の恩恵を受
けています。無知であった過去
の自分を反省しながら、支部会
員の皆様のご理解とご協力を
得て運営に努めたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

壱岐支部長

大久保　計

班長制度の	
充実を目指して

　班長による手配り廃止で、新
たな方法で総会案内や出席者確
認を行いました。出席者は73
名と例年並みの高出席率でし
た。さらに班長さんへ協力を願
う事を洗い出し、行事の充実と
会員の連携に繋げていきたいも
のです。

福岡支部長

中牟田 尚德

令和時代に	
� 生きる

　元号が変わり、新しい時代に
生きる喜びを感じるこの頃で
す。福岡支部の皆さんもお互
い遠く離れていても心を寄せ合
い、美しい文化の花を咲かせま
しょう。陳情署名も目標の400
名を達成することができ感謝し
ています。

（新）

（新）
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令和元（平成31）年度　支部総会の報告
 ○支部総会
　本年度の支部総会は、各支部の『総会テーマ』
のもと、4月22日から、6月18日の日程で17会
場で開催され、参加者総数は616名でした。
　総会では、決算承認や今年度の事業計画及び
予算案、役員の選出などについて 協議がなされ
ました。
　当日は、支部組合員相互の交流・親睦が図ら
れ、支部によっては、講演や親睦会が行われるな
ど各支部で創意工夫された運営がなされました。
　互助組合事務局からも報告の時間をいただき、
平成31年度予算や、退職互助部の状況、平成
31年度からの事業改正等について 説明を行い
ました。

長崎支部総会の様子
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問合せ先
総務・現職互助部班　谷添
TEL　095-824-4721　
E-mail s40079@pref.nagasaki.lg.jp
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「
こ
れ
う
め
え
ぞ
」「
こ
れ
も
う
め
ー

じ
ゃ
ね
え
か
」
小
学
校
低
学
年
の
兄

妹
の
食
事
タ
イ
ム
の
会
話
で
あ
る
。

　
頑
是
な
い
子
供
た
ち
は
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
か
ら
耳
に
入
る
言
葉
を
、
な

に
も
考
え
ず
批
判
せ
ず
に
、
そ
の
ま

ま
口
に
す
る
。
そ
し
て
習
慣
と
な
る
。

　
こ
の
子
た
ち
は
、
い
く
ら
教
え
て

も
「
お
い
し
い
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
そ
う
な
。

　

幼
子
が
こ
ん
な
粗
野
で
汚
い
言
葉
を
使
う
と
は
、
驚
く

べ
き
日
本
語
の
乱
れ
で
あ
る
。

　

言
葉
と
は
恐
ろ
し
い
。
粗
野
で
汚
い
言
葉
で
も
多
用
さ

れ
る
と
、
慣
用
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
っ
と
も
わ
か
り

や
す
い
例
が
「
や
ば
い
」
と
い
う
言
葉
だ
ろ
う
。

　
「
や
ば
い
」
の
語
源
は
諸
説
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
か
ら

盗
人
や
的
屋
の
間
で
使
わ
れ
た
言
葉
ら
し
く
、
戦
後
の
ヤ

ミ
市
な
ど
で
一
般
に
も
広
が
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い

う
。「
盗
人
や
的
屋
の
言
葉
」
と
い
う
一
事
で
も
わ
か
る
と

お
り
、
上
品
で
も
美
し
い
言
葉
で
も
な
い
。
む
し
ろ
「
け

ん
か
言
葉
」
の
よ
う
に
響
い
て
し
ま
う
。
そ
の
上
品
で
も

美
し
く
も
な
い
「
や
ば
い
」
が
、
今
日
で
は
大
道
を
闊
歩

し
て
い
る
。
言
葉
は
脳
か
ら
生
ま
れ
、
脳
は
言
葉
に
影
響

さ
れ
る
。
つ
ま
り
互
い
に
深
い
関
係
に
あ
る
。
連
日
連
夜

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
、「
や
ば
い
」「
じ
ゃ
ね
ー
か
」「
て

め
ぇ
」「
オ
レ
」「
お
ま
え
」
の
よ
う
な
、
ま
る
で
け
ん
か

の
よ
う
な
言
葉
を
垂
れ
流
す
。
脳
も
次
第
に
感
化
さ
れ
、

粗
野
で
荒
く
、
つ
い
に
は
常
時
け
ん
か
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
う
。

　
当
然
の
こ
と
だ
が
、「
そ
の
結
果
」
も
出
て
い
る
。
第
一

に
、
親
し
く
あ
る
べ
き
家
族
の
絆
が
希
薄
化
す
る
。
殺
傷

事
件
が
発
生
す
る
と
、
ま
ず
疑
わ
れ
る
の
が
親
で
あ
り
子

で
あ
り
親
族
で
あ
る
。
か
つ
て
は
最
初
に
除
外
さ
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
に
…
。

　

現
在
、
医
療
費
の
高
騰
で
、
わ
が
国
が
誇
る
健
康
保
険

制
度
の
維
持
も
危
う
く
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
そ
の
理
由

を
高
齢
者
の
増
加
だ
と
い
う
。
確
か
に
高
齢
者
の
増
加
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
他
の
理
由
も
見
逃
せ
な
い
。

　

日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
調
査
に
よ
る
と
、
発
病
者

数
は
高
血
圧
が
ト
ッ
プ
で
、
約
8
0
0
万
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
8
0
0
万
人
の
高
血
圧
だ
け
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
れ
ば
、
医
療
費
は
確
実
に
下
が
る
は
ず
で
あ
る
。

高
血
圧
は
、
な
ん
と
沖
縄
の
長
寿
神
話
を
も
打
ち
壊
す
勢

い
に
な
っ
て
い
る
。
同
県
で
は
最
近
、
高
血
圧
を
は
じ
め

と
し
て
、血
管
系
の
疾
患
が
急
増
し
苦
慮
し
て
い
る
そ
う
な
。

　
沖
縄
県
衛
生
部
で
は
、そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
「
家

族
の
絆
の
希
薄
化
」
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ヒ
ト
は
外
で
交
感
神
経
を
緊
張
さ
せ
て
働
き
、
家
で
は

副
交
感
神
経
を
優
位
に
し
て
く
つ
ろ
ぐ
。
交
感
神
経
に
は

血
管
を
細
く
し
て
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。
副

交
感
神
経
は
逆
に
血
管
を
太
く
し
て
血
圧
上
昇
を
抑
制
す

る
働
き
を
も
つ
。

　

こ
の
副
交
感
神
経
の
働
き
の
度
合
い
に
は
、
家
族
の
絆

が
深
く
関
係
す
る
。
家
庭
が
団
ら
ん
の
場
で
あ
れ
ば
、
副

交
感
神
経
も
十
分
に
優
位
に
な
り
、
血
圧
は
下
っ
て
く
れ

る
。
だ
が
、
団
ら
ん
の
は
ず
の
家
庭
内
で
、
け
ん
か
言
葉

が
飛
び
交
う
よ
う
で
は
、
わ
が
家
に
い
て
も
交
感
神
経
が

緊
張
し
続
け
、
血
圧
は
容
易
に
下
が
ら
な
い
。

　

家
族
間
で
は
親
し
さ
の
あ
ま
り
言
葉
が
過
ぎ
て
、
粗
野

で
汚
い
言
葉
で
の
の
し
り
合
う
こ
と
が
あ
り
が
ち
だ
が
、

先
人
の
チ
エ
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
う
し
た
状
態
を
予
防
す

る
た
め
に
、「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」
と
い
う
言
葉
を

用
意
し
て
い
る
。

　

い
く
ら
親
し
い
家
族
の
仲
で
も
、
守
る
べ
き
礼
儀
が
あ

る
。「
親
父
」「
お
袋
」
は
裏
言
葉
だ
が
、
現
在
で
は
表
言

葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
裏
と
表
が
ご
ち
ゃ
混

ぜ
に
な
っ
て
、
副
交
感
神
経
は
縮
み
上
が
り
交
感
神
経
の

独
壇
場
と
な
り
、
つ
い
に
は
血
圧
も
鰻
登
り
に
上
が
っ
て

し
ま
う
。
沖
縄
は
ま
さ
に
、「
親
し
き
仲
で
の
礼
儀
」
が
失

わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
優
し
い
言
葉
は
優
し
い
脳
か
ら
生
ま
れ
、
猛
々
し
い
言

葉
は
猛
々
し
い
脳
を
作
る
」
と
い
う
作
用
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
美
し
く
優
し
い
日
本
語
を
取
り
戻
そ
う
で
は
な

い
か
。

こ
れ
、
う
め
ぇ
ぞ�

松
原
　
英
多
（
医
学
博
士
）

シリーズ
健康よもやま話
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「
あ
の
テ
ロ
事
件
、
世
界
中
で
最
初
に
情
報
を
つ
か
ん

だ
の
は
わ
れ
わ
れ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
早
朝
だ
っ
た
な
あ
。

ち
ょ
う
ど
練
習
の
時
間
が
早
く
て
、
選
手
村
を
出
る
と
き

に
事
件
が
分
か
っ
て
。
す
ぐ
に
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
知
ら

せ
て
。
だ
か
ら
日
本
の
報
道
は
早
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

　
「
あ
の
テ
ロ
事
件
」
と
は
、
五
輪
史
上
最
悪
の
悲
劇
と
言

わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
選

手
村
襲
撃
事
件
。
イ
ス
ラ
エ
ル
選
手
団
の
11
人
が
殺
害
さ

れ
た
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
様
子
を
身
振
り
手
振
り
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
、

そ
の
情
景
が
目
の
前
に
展
開
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
3

度
も
4
度
も
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五

輪
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
と
き
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全

日
本
松
平
康
隆
監
督
。

　

そ
の
後
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
世
界
的
な
人

気
ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
大
功
労
者
で
す
。

　
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
だ
っ
た
1
9
9
0
年
代
、

取
材
や
食
事
会
な
ど
で
頻
繁
に
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

┃
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ヘ
の
道
┃

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
金
メ
ダ
ル
獲

得
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
に
燦
然
と
輝

く
伝
説
で
す
。

　

始
ま
り
は
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
。
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
全
日
本
チ
ー
ム
は
必
死
の
努
力
で
、
見
事
に
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
国
民
の
関
心
は
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
東
洋
の
魔
女
」
に
集

中
し
て
い
ま
し
た
。

　

記
録
映
画
で
も
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
主
役
級
の
扱

い
で
し
た
が
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
全
く
相
手
に
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
の
悔
し
さ
が
松
平
さ
ん
の
原
動
力
で
し
た
。

コ
ー
チ
だ
っ
た
松
平
さ
ん
は
東
京
五
輪
後
、
全
日
本
の
監

督
に
就
任
8
年
計
画
で
金
メ
ダ
ル
を
狙
い
ま
し
た
。
4
年

後
の
メ
キ
シ
コ
五
輪
で
日
標
通
り
の
銀
メ
ダ
ル
。
そ
し
て

最
後
の
詰
め
の
4
年
間
を
使
っ
て
、
松
平
さ
ん
は
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
五
輪
に
向
け
て
の
画
期
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
ま
し

た
。「
結
果
で
は
な
く
て
、
そ
の
過
程
に
こ
そ
注
目
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
注
目
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
よ
う
と
思
っ

て
ね
。」
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
金
メ
ダ

ル
を
目
指
す
過
程
を
、
実
写
と
ア
ニ
メ
で
同
時
進
行
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
と
し
て
毎
週
放
送
し
た
の
で
す
。

　
メ
ン
バ
ー
選
考
か
ら
猛
練
習
、
新
し
い
技
の
開
発
な
ど
、

毎
回
テ
ー
マ
や
主
人
公
を
変
え
て
放
送
。
視
聴
者
は
ど
ん

ど
ん
感
情
移
入
し
、
開
発
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
秘
密
兵
器
の

新
技
、
ド
ラ
イ
ブ
サ
ー
ブ
や
一
人
時
間
差
な
ど
も
、
全
国

の
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
国
民
的
な
関

心
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
小
学
6
年
生
だ
っ
た
私
も
、
選
手
一
人
一
人
の
名

前
は
も
ち
ろ
ん
、エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
頭
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
が
激
増
し
、
あ
た
か
も
親
戚
が
出
て
い
る
か
の

よ
う
な
親
近
感
と
熱
狂
の
応
援
の
雰
囲
気
を
作
り
、
そ
れ

を
力
に
変
え
た
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
は
、
シ
ナ
リ

オ
通
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
し
た
。

┃
ナ
ポ
レ
オ
ン
最
大
の
迷
い
┃

　

金
メ
ダ
ル
ま
で
の
最
大
の
ピ
ン
チ
は
、
準
決
勝
の
ブ
ル

ガ
リ
ア
戦
。
日
本
の
戦
術
を
研
究
し
尽
く
し
た
ブ
ル
ガ
リ

ア
に
、
2
セ
ッ
ト
を
先
取
さ
れ
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で

1
セ
ッ
ト
も
落
と
し
て
い
な
い
全
日
本
は
、
激
し
く
動
揺

し
ま
し
た
。
し
か
し
松
平
さ
ん
は「
落
ち
着
い
て
ま
し
た
よ
。

負
け
る
気
は
し
な
か
っ
た
な
あ
。
相
手
チ
ー
ム
の
選
手
は
、

学
業
成
績
か
ら
性
格
、
癖
ま
で
全
部
把
握
し
て
い
た
か
ら

ね
」。

　

相
手
チ
ー
ム
が
想
像
も
し
な
い
ベ
テ
ラ
ン
2
人
を
投
入

し
、大
逆
転
。「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
奇
跡
」と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。

劣
勢
に
も
常
に
冷
静
で
、
一
度
も
声
を
荒
げ
ず
、
大
男
た

ち
を
自
在
に
操
る
小
柄
な
男
の
姿
か
ら
、
地
元
ド
イ
ツ
の

メ
デ
ィ
ア
が
「
東
洋
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

日
本
で
は
あ
ま
り
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
松
平
さ
ん

は
こ
の
呼
び
名
を
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
世
界
大
会
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
す
ご
さ
は
、
ま
さ
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
。

企
業
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
も
成
功
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
界
は

プ
ロ
化
へ
大
き
く
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
企
業
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
大
成
功
に
導
い
た
本
人
だ
け
に
、

プ
ロ
化
へ
の
シ
ナ
リ
オ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、最
後
ま
で
迷
っ

て
い
ま
し
た
。

「
東
洋
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」 ～
１
９
７
２
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
の
奇
跡
～�

刈
屋
　
富
士
雄
（
日
本
放
送
協
会 

解
説
委
員
室 

解
説
主
幹
）

オリンピック
物語Ⅳ
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九州の観光情報

令和元年 11月2日（土）、11月3日（日）

今年、14 回目の開催を迎える「炭坑節まつり」。多
数の出店が軒を連ねるほか、様々なイベントが盛り
だくさん。まつりのクライマックスは、「炭坑節総踊
り」。炭坑節の歌詞に歌われる「香春岳」「二本煙突」「竪
坑櫓」をバックに、「炭坑発祥の地・田川」ならでは
の本場の炭坑節が体感できます。

第14回ＴＡＧＡＷＡコールマイン・フェスティバル
～炭坑節まつり～

田
川
市
石
炭
記
念
公
園
他

★炭坑節解説
炭坑節は炭坑町の発展に伴い、炭坑労働の中で自
然発生的に生まれていた仕事唄が宴席に持ち込ま
れ、やがて両町の花柳界で選炭唄に三味線の伴奏
がつき、洗練されつつ座敷唄として歌われるよう
になったものである。
大正から昭和初期にかけて筑豊の炭坑主たちが博
多・小倉などの料亭で豪遊することもあって、宴
席では欠かせぬ唄となり、やがてラジオを通じて
全国にも知られるようになった。
炭坑節が爆発的に広まったのは戦後、「戦後の復興
は石炭から」という国策に添って、この唄が毎日
のようにラジオで放送され、その軽快なメロディ
が一般にも親しまれ、やがて盆踊り唄にまで歌わ
れるようになった。

（監修　田川市石炭・歴史博物館）

会場までのアクセス
 車：田川市役所駐車場800台
　　　（無料シャトルバス運行）
JR：博多駅（福北ゆたか線） 
　   ⇒新飯塚駅（後藤寺線）
　   ⇒田川後藤寺駅（日田彦山線）
　   ⇒田川伊田駅　約75分

問い合わせ
ＴＡＧＡＷＡコールマイン・フェスティバル
実行委員会事務局
（田川市たがわ魅力向上課内）
０９４７－８５－７１４７

炭
坑
節

　ま
つ
り
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組組
合合 員員 のの 広広
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アップ 



事務局から

　『国民が安心して暮らせるための社会保障制度の確立を求める陳情署名』運動は、組合員の
皆様のご理解とご協力により、多くの署名が寄せられました。各支部では、「一人でも多くの
声を国会に届ける。」ことを目標に取り組んでいただきました。署名活動にご尽力いただいた
皆様に心より感謝申し上げます。この署名は現職教職員の署名と共に11月中旬ごろ、全国の
教職員互助団体と共に、国会議員及び各政党等へ陳情活動を行います。

　今年度新たに624名の方が新退職組合員となられ、この方々を対象に、新退職組合員説明会
を5月18日の長崎会場から県下8会場で開催し、290名の方が参加されました。昨年度から実
施している「医療補助金請求の実習」は、「理解に繋がった」、「領収証の見方が分かった」な
ど大変好評でした。
　退職組合員になられてまだ医療補助金請求がよくわからないという方は、来年度実施の説明
会に参加してみてはいかがでしょうか。（説明会の実施予定は、互助だより3月号に掲載します）

○　平成31年4月受診以降分から領収証の代わりに医療費のお知らせを使用して請求できます
が、平成31年3月以前受診分は、医療費のお知らせでは請求できませんのでご注意ください。
○　任意継続制度を利用されている場合、保険者から医療費のお知らせが送付されない場合が
あります。医療費のお知らせの利用を予定されている方は、加入されている保険者へ必ずご
確認ください。

　【主な内容】	・退職後の医療保険制度、退職互助部各種事業の概要、請求方法等の説明
	 ・医療補助金の領収証サンプルを用いた実習

陳情署名
署名総数24,908筆3,910枚

ご協力ありがとうございました

○陳情署名の報告

○新退職組合員説明会の報告

新しい医療補助金請求書は、ご確認いただけましたか？

2019年度版　退職互助部ハンドブックには、
・医療補助金請求書	 （５枚）
・検（健）診・ドック補助金請求書	 （２枚）
・組合員台帳記載事項変更届	 （２枚）

を切り取って使えるよう掲載しています。
　（コピーして利用されても構いません。）

医療補助金ＦＡＱ
Ｑ　以前の請求書は使用してよいか？
Ａ　使用していただいて構いません。

Ｑ　領収証の添付はコピーではダメなのか？
Ａ　コピーを添付していただいて構いません。

※　各種様式は、ホームページからもダウンロードできます。

医療費のお知らせによる医療補助金請求について
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あたまの たいそう

No.165（5月）号の答え

Ⓐ「シオヒガリ」
Ⓑ「２３」（９＋８＋４＋２＝２３）

1 2  3 4  5

6   7  8

   9     10

11 12   13

  14  15

16   17   18

19  20  21

   22    23

  1     2 
 7  5   8  
3    4    6
     2  3 
  4    1  
 8  6     
6    5    1
  3   1  7 
 2     4  

　このクロスワード・パズルは、すべてカタカナが入ります。
タテ・ヨコのカギをヒントにパズルを解き、二重枠内の文字
を並べかえてテーマに関係のある言葉にしてください。

　縦・横９列のすべてに、１～９までの数字が一つずつ入ります。
　太線で囲まれた３×３のブロックにも、１～９までの数字が一
つずつ入ります。青色のマスに入る数字を全て足した数を回
答してください。（応募時は合計数のみ記載してください）

Ⓐ クロスワードパズル

テーマ 宇宙

Ⓑ ナンバープレース

■ 応募資格　退職組合員及び退職加入配偶者
■ 応募方法　ハガキ又はホームページ
 ①答え（Aクロスワードパズル、Bナンバープレース）
 ②退職組合員番号　③氏名
 ④互助だよりの感想・事業への意見・要望などを記入し、
 　送付してください。（紙面上で紹介することがあります）

 ※応募は、お一人それぞれ1枚かぎり
 　答えはⒶⒷ一緒でも、別々でも応募できます。 
■ 応 募 先 〒850-8566 長崎県教職員互助組合

 互助だより（退職互助部編）クイズ係

パ
ズ
ル
制
作・笠
見
孝
子

●
タ
テ
の
カ
ギ

①
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の
略
語

②
射
手
座
の
射
手
が
持
つ
武
器
で
す

③
日
本
人
の
主
食
。宇
宙
食
で
は「
炊
き
込
み
」も

④「
早
く
空
を
飛
び
た
い
な
」と
ト
ン
ボ
の
幼
虫

⑤
抜
け
る
よ
う
な
快
晴
に
は
、見
当
た
り
ま
せ
ん

⑧
種
子
島
か
ら
ド
ー
ン
！
と
打
ち
上
げ

⑨
き
ら
め
く
ス
タ
ー
が
発
し
て
い
る
？
後
光
？

⑩
・
・
・
３
・
２
・
１
・
○
○
○
○
！

⑫
決
定
的
映
像
を
”も
う
一
度“
ご
覧
く
だ
さ
い

⑬
使
命
・
任
務
の
こ
と
。宇
宙
○
○
○
○
○

⑮
宇
宙
へ
行
っ
た
動
物
フ
ェ
リ
セ
ッ
ト
。犬
や
猿
じ
ゃ
な
い

⑯
目
玉
焼
き
を
作
る
の
に
、無
重
力
で
は
割
る
の
に
苦
労
！

⑱
酸
素
ボ
ン
ベ
を
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
、背
中
に

⑳
工
作
と
コ
レ
で「
図
工
」

●ヨコのカギ
①今宵のお月様、まんまるね
⑤宇宙船内では、地下足袋タイプを履くことも
⑥宇宙空間は漆黒の○○。太陽はありがたい！
⑦天女はコレで空を飛ぶ。同名のプチ衛星も
⑨スイッチをオフからコレに
⑪魔法使いの少女も、インドの民族衣装も
⑬ハネムーンの直訳。そのうち宇宙へ行くかも
⑭惑星のこと。地球はブルー○○○○○
⑯焼き肉用に、甘口や辛口が
⑰人体のカナメ。引けたり、低かったり
⑱オタマジャクシにとっての蛙
⑲地球はアース。火星は？
㉑鹿児島県最南端の○○○島、南十字星が見える
㉒忍の一字で！……トイレを？
㉓ビーナス（金星）のスペルで最初の文字

■ 締 切 日　１０月４日（金）
　クロスワードパズル正解者の中から抽選で１０人、ナン
バープレース正解者の中から抽選で５人、合計１５人の方へ
図書カード２，０００円分を進呈します。当選者は３月発行の
互助だより№１６７で発表します。

ハガキ・ホームページ合わせて288名の
応募がありました。
たくさんのご応募ありがとうございました。
図書カードを下記の15人の方に進呈し
ます。（敬称略）

+ + +

＝

解答欄

計算欄

1 3 9 4 8 5 6 2 7
5 4 2 7 1 6 8 3 9
6 7 8 9 3 2 4 1 5
4 6 1 3 5 9 7 8 2
9 8 5 2 7 1 3 4 6
7 2 3 6 4 8 9 5 1
3 9 6 1 2 4 5 7 8
2 5 7 8 9 3 1 6 4
8 1 4 5 6 7 2 9 3

Ⓐ クロスワードパズル（１０人）
進藤　由利 末永　郁雄 高濵千亜紀
堀　　美憲 川野　智幸 山田　秀子 
島雄　　讓 杉本　　明 力武　恵子
馬場　裕子

Ⓑ ナンバープレース（５人）
高橋なおみ 城代　節代 犬塚　正人
金子　喜枝 渡邊　博子

ハ カ タ 　 シ ヨ ウ ブ
ハ 　 ウ シ ロ 　 シ シ
ノ ウ エ ン 　 サ オ
ヒ モ 　 リ ボ ン 　 ワ
　 ウ ド ン 　 ジ ベ タ
ア 　 ウ 　 チ ヤ 　 リ
オ ニ ガ シ マ 　 イ ド
イ ワ 　 タ キ ノ ボ リ

※ 互助組合ホームページからも応募できます。
　 URL： https://kyogo-nagasaki.or.jp/
長崎県教職員互助組合

（応募時は合計数のみ記載）

（合計数）

ながさき互助だより−退職互助部編−　No.16616


